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[ 実践トピックス ]

熊本マリスト学園中学校
[ シリーズ 空手道とは？ ]

蹴りを覚えよう
[ シリーズ Crystal Vision...]
外科専門医　加賀谷 暁子氏

中学３年間、全員が空手道を学習

中学校授業のための、新しい空手道情報誌
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トップコラム
−中学校武道必修化を迎えて−

実践トピックス
熊本マリスト学園の華麗なる実践！

空手道とは？
蹴りを覚えよう

ニュース・フラッシュ
平成 23 年度 学校空手道実技指導者講習会

シリーズ空手道の歴史④
日本から世界に！

Crystal Vision...
千葉メディカルセンター 医師 加賀谷 暁子氏

データから考える「武道全般と空手道採用の現状」
大阪府立桜塚高等学校 校長 小山 正辰先生

Doctor's Eye
「空手道は本当に危険なのか？」

INFORMATION
平成 24 年度 空手道授業実施中学校一覧
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中学校授業のための
新しい空手道情報誌
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平
成
24
年
度
が
始
ま
り
、
つ
い
に

中
学
校
で
の
武
道
必
修
化
が
現
実
の

も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

空
手
道
が
公
の
場
所
、
そ
れ
も
教

育
課
程
の
一
貫
で
あ
る
中
学
校
で
授

業
に
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
は
、
た
い

へ
ん
な
意
義
が
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

全
日
本
空
手
道
連
盟
と
し
て
は
、

こ
れ
を
機
会
に
、
全
国
の
中
学
生
や

学
校
関
係
者
の
み
な
さ
ま
に
、
伝
統

空
手
道
の
礼
と
節
を
規
範
と
し
た
す

ば
ら
し
い
真
髄
の
一
端
に
ふ
れ
て
い

た
だ
き
、
文
化
と
し
て
の
空
手
道
が

ま
す
ま
す
普
及
発
展
し
て
い
く
こ
と

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

２
０
１
１
年
に
創
刊
し
、
５
冊
目

の
発
行
と
な
っ
た
こ
の
「
あ
ゆ
み
」

で
す
が
、幸
い
な
こ
と
に
創
刊
以
来
、

各
学
校
よ
り
数
多
く
の
反
響
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。「
あ
ゆ
み
」
を

契
機
に
本
連
盟
発
行
『
空
手
道
指
導

の
手
引
』
や
、
外
部
指
導
者
の
派
遣

ー中学校武道必修化を迎えてー

トップコラム

に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
い

た
り
、
空
手
道
の
採
用
に
い
た
っ
た

学
校
も
あ
り
ま
し
た
。

　

と
く
に
私
立
女
子
校
か
ら
の
反
響

が
強
く
、
武
道
場
が
な
い
・
共
学
校

に
も
増
し
て
安
全
性
を
重
視
し
た
い

と
い
う
ニ
ー
ズ
か
ら
、
空
手
道
に
期

待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
結
果
な
の
で

は
な
い
か
と
推
察
し
て
い
ま
す
。

　

文
部
科
学
省
の
ま
と
め
に
よ
り

ま
す
と
、
公
立
中
学
校
約
１
万
校
で

の
各
武
道
の
採
用
数
は
、
柔
道
が
約

６
０
０
０
、
剣
道
は
約
３
０
０
０
、

相
撲
は
約
４
０
０
、
空
手
道
が
約

１
２
０
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
連
盟
は
空
手
道
採
用
校
へ
の
積

極
的
な
支
援
を
行
な
い
、
同
時
に
本

年
度
も
「
あ
ゆ
み
」
の
内
容
を
充
実

さ
せ
、
有
益
な
情
報
発
信
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

公
益
財
団
法
人  

全
日
本
空
手
道
連
盟

専
務
理
事　

有
竹
隆
佐

熊本マリスト学園中学校（源島真一郎校長）では、全校生徒が３年間にわたって
空手道を学習しています。空手道は45年以上も前から取り入れられたもので、
全員が空手道衣を着て行なっています。体育祭で集団演武を披露したり、「武道
発表会」を開催するなど、個と全体を育む学校行事として根づいています。

［実践トピックス］

熊本県　私立

熊本マリスト学園中学校
１、２、３年生

１
．
学
校
の
概
要

　

熊
本
マ
リ
ス
ト
学
園
（
源
島
真
一
郎 

理
事

長
・
校
長
）
は
、
２
０
１
１
年
に
創
立
50
周

年
を
迎
え
た
カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
中
高
一
貫
校

で
す
。
男
子
校
と
し
て
１
９
６
１
年
に
高
校

が
創
立
さ
れ
、
１
９
６
３
年
に
中
学
校
が
開

校
、
２
０
０
０
年
よ
り
共
学
校
と
な
り
ま
し

た
。
現
在
は
中
学
校
が
全
６
ク
ラ
ス
、
高
校

は
全
18
ク
ラ
ス
あ
り
、
中
高
と
も
空
手
道
部

の
生
徒
が
全
国
的
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
体
育
館
内
に
あ
る
空
手
道
部

練
習
場
を
使
用
し
、
ク
ラ
ス
ご
と
に
男
女
共

習
で
空
手
道
の
授
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

年
間
を
通
し
て
行
な
わ
れ
、
１
年
生
か
ら
３

年
生
ま
で
、
全
学
年
が
学
習
し
て
い
ま
す
。

　

指
導
す
る
の
は
、
空
手
道
経
験
者
で
あ
る

保
健
体
育
科
の
西
松
策
浩
先
生
。
１
、２
年
生

は
礼
法
、
基
本
動
作
と
松
濤
館
流
の
基
本
形

を
４
つ
、
３
年
生
は
そ
れ
に
加
え
て
別
の
基

本
形
を
１
つ
と
、
上
級
の
形
を
１
つ
習
得
し

ま
す
。

２
．
授
業
の
流
れ

　

２
０
１
２
年
３
月
２
日
（
金
）、
１
年
Ｂ
組

の
授
業
を
見
学
し
ま
し
た
。
男
子
13
、
女
子

18
、
計
31
名
が
全
員
空
手
道
衣
を
着
て
（
入

学
時
に
各
自
購
入
す
る
）、
正
座
で
黙
想
し
、

座
礼
を
し
て
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

全
体
で
基
本
技
術
、
移
動
稽
古
（
足
の
動

き
も
伴
う
突
き
や
蹴
り
）、
基
本
形
を
練
習
し

た
後
、
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
団
体
形
を
発
表

し
た
の
で
す
が
、
実
は
翌
日
に
学
校
行
事
の

「
武
道
発
表
大
会
」
が
控
え
て
い
ま
し
た
。

３
．
毎
年
恒
例
「
武
道
発
表
大
会
」

　

３
月
３
日
（
土
）
９
時
か
ら
、
年
度
末
に

恒
例
と
な
っ
た
「
第
７
回
武
道
発
表
大
会
」

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

中
学
生
全
員
が
体
育
館
に
集
ま
り
、
１
年

間
学
習
し
て
き
た
空
手
道
を
発
表
す
る
も
の

で
、
競
技
会
形
式
を
取
っ
て
い
ま
す
。
生
徒

会
を
中
心
に
生
徒
が
主
体
と
な
っ
て
運
営
し
、

「
ク
ラ
ス
発
表
の
部
」
と
「
団
体
形
の
部
」
の

２
部
構
成
。
保
護
者
も
数
多
く
見
学
に
訪
れ

ま
す
。

　

ま
ず
学
級
対
抗
の
「
ク
ラ
ス
発
表
の
部
」

で
は
、
制
限
時
間
内
に
授
業
で
習
っ
た
こ
と

を
発
表
し
、
審
査
員
の
先
生
が
採
点
、
優
勝

中学３年間、全員が空手道を学習

写真：武道発表会での
「団体形」の試合

※記事中では平成 23 年度（取材時）の
学年を記載しています
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個から全体へ
「目標設定」で
引き出す、やる気

ク
ラ
ス
を
決
め
ま
す
。
入
退
場
や
発
表
内
容
、

隊
形
な
ど
の
「
演
出
」
は
生
徒
た
ち
が
自
ら

考
え
ま
す
。
号
令
を
か
け
る
の
も
生
徒
。
互

い
違
い
に
隊
列
を
組
ん
だ
り
、
歌
い
な
が
ら

入
場
し
た
り
、
生
徒
の
力
で
創
意
工
夫
が
こ

ら
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

全
ク
ラ
ス
の
発
表
が
終
わ
る
と
、「
団
体

形
の
部
」
が
始
ま
り
、
生
徒
３
名
ま
た
は
４

名
か
ら
成
る
チ
ー
ム
が
男
女
別
に
競
技
し
ま

す
。
２
チ
ー
ム
が
順
番
に
団
体
形
を
発
表
し
、

審
判
員
に
な
っ
た
学
園
の
先
生
方
が
「
良
い
」

と
思
っ
た
方
に
旗
を
あ
げ
、
勝
敗
が
決
ま
り

ま
す
（
先
生
方
も
ほ
ぼ
全
員
、
空
手
道
経
験

な
し
）。
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
形
式
で
、
男
女
そ
れ

ぞ
れ
優
勝
チ
ー
ム
が
決
ま
り
ま
す
。

　

チ
ー
ム
は
授
業
中
に
決
め
た
も
の
。
空
手

道
経
験
者
が
同
一
の
チ
ー
ム
に
な
ら
な
い
よ

う
に
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
チ
ー

ム
名
を
考
え
る
の
で
す
が
、「
い
ち
ご
パ
フ
ェ
」

「
く
ま
モ
ン
」
な
ど
微
笑
ま
し
い
ネ
ー
ミ
ン
グ

が
…
…
。

　

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
は
学
年
混
合
で
す
。
つ
ま

り
、
１
年
生
と
３
年
生
の
チ
ー
ム
が
対
戦
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
競
技
で
使
う
形
は
、

授
業
で
習
っ
た
中
か
ら
選
択
で
き
、
上
級
生

が
下
級
生
と
対
戦
す
る
場
合
は
、
下
級
生
と

同
じ
レ
ベ
ル
の
基
本
形
を
使
用
し
ま
す
。

　

下
級
生
が
上
級
生
に
勝
っ
た
り
、
３
対
２

と
い
う
僅
差
で
勝
敗
が
決
ま
る
と
、
試
合
が

終
わ
る
ご
と
に
歓
声
が
あ
が
り
、
白
熱
！

　

１
回
勝
ち
、
２
回
勝
ち
、
だ
ん
だ
ん
と
優

勝
が
近
づ
く
ご
と
に
「
次
も
勝
ち
た
い
」
と

意
欲
が
燃
え
る
の
で
し
ょ
う
、
次
の
試
合
を

待
つ
間
に
繰
り
返
し
練
習
し
た
り
、
声
を
か

け
合
う
な
ど
、
生
徒
の
目
は
真
剣
さ
を
増
し

て
い
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
全
生
徒
が
注
目
す
る
中
で
決

勝
戦
と
空
手
道
部
員
に
よ
る
模
範
演
武
が

行
な
わ
れ
、
閉
会
式
で
は
校
長
先
生
か
ら
優

勝
ク
ラ
ス
と
団
体
形
の
入
賞
チ
ー
ム
に
ト
ロ

フ
ィ
ー
や
賞
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
中
だ
け
の
短
い
時
間
に
も
関
わ
ら
ず
、

体
育
祭
の
よ
う
に
盛
り
上
が
り
、
生
徒
同
士

が
力
を
合
わ
せ
て
競
い
、
教
職
員
も
一
体
と

な
っ
た
行
事
で
し
た
。

４
．
空
手
道
授
業
の
は
じ
ま
り

　

熊
本
マ
リ
ス
ト
学
園
で
初
め
て
空
手
道
を

導
入
し
た
の
は
、
平
成
８
年
〜
16
年
ま
で
校

長
を
務
め
た
森
淳
先
生
で
し
た
。
学
園
の
草

創
期
、
体
育
科
教
員
と
し
て
勤
務
し
て
い
た

森
先
生
が
、
学
校
の
特
徴
、
と
く
に
男
子
校

と
し
て
の
特
色
を
出
せ
な
い
か
と
考
え
、
自

身
が
空
手
道
経
験
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
取
り

入
れ
た
の
で
し
た
。

　

当
時
は
体
育
館
が
な
か
っ
た
た
め
校
庭
で

裸
足
に
な
っ
て
実
施
し
、
実
技
で
は
森
先
生

が
独
自
に
創
作
し
た
簡
単
な
形
を
指
導
し
て

い
た
と
言
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
成
功
を
収
め
た
の
が
体
育
祭
で

の
空
手
道
の
集
団
演
武
で
し
た
。〝
何
月
何
日

の
体
育
祭
で
発
表
す
る
〟
と
期
限
を
定
め
た

目
標
設
定
を
し
、
生
徒
に
意
識
づ
け
を
し
た

と
こ
ろ
、
授
業
中
の
や
る
気
が
高
ま
り
、
体

育
祭
で
は
マ
ス
ゲ
ー
ム
の
よ
う
に
一
糸
乱
れ

ぬ
、
そ
し
て
男
子
の
力
強
さ
を
表
現
し
た
演

武
を
披
露
す
る
に
至
っ
た
の
で
す
。
ま
さ
に

ね
ら
い
通
り
、
学
校
の
特
色
を
発
揮
で
き
、

観
戦
に
来
た
保
護
者
に
も
た
い
へ
ん
喜
ば
れ

た
そ
う
で
す
。

2012 年３月２日（金）６時間目（50 分）
１年Ｂ組　於：体育館（空手道部 練習場）

14：20・準備体操・正座、黙想、座礼

14：30・その場突き・前蹴り

14：35・移動稽古（突き、蹴り、連突き）

14：40・形「平安初段」、「平安二段」

14：50・団体形の練習、１チームずつ発表

15：10・授業のまとめ・正座、黙想、座礼熊本マリスト学園中学校の空手道授業。全員が空手道衣を着て、３年間学習している。

「武道発表会」の第一部、クラス発表。演目や隊形は、生徒たちが考え練習してきた。本番では緊張感の中、目標に向かって全員が一体となった。

「武道発表会」の開会
式で、選手宣誓。

入賞者は表彰される。
思わず笑みが…。

団体形の試合は、旗判定で勝敗が決定する。
こちらも審判員は学園の先生方。 競技会も、礼に始まり礼に終わる。

クラス発表を厳正に審査するのは、教頭
先生をはじめ学園の先生たち。

前列右から源島理事長・校長、全空連の日下事務局
長、後列右から体育担当の西松先生、岩永利晴教頭。

５
．
武
道
授
業
の
意
義
を
問
う
実
践

　

源
島
校
長
は
こ
う
言
い
ま
す
。「
本
校
に
は

他
武
道
の
ク
ラ
ブ
も
あ
り
ま
す
が
、
学
校
の

伝
統
的
な
種
目
と
し
て
空
手
道
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、（
必
修
化
以
降
の
）
授
業
に
お
い
て

も
空
手
道
を
選
択
し
ま
し
た
。

　

空
手
道
衣
を
着
な
く
て
も
、
場
所
を
選
ば

ず
に
で
き
ま
す
。
授
業
を
見
て
い
て
、
女
子

も
男
子
も
取
り
組
み
や
す
そ
う
で
す
。
ま
た
、

個
別
だ
け
で
な
く
全
体
の
発
表

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

に
つ
な
が
り

ま
す
。

　

学
校
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
『
安
全
性
』
を

最
重
要
視
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
、
一

つ
一
つ
の
行
動
を
美
し
く
、
き
ち
ん
と
行
な

う
こ
と
で
、集
中
力
を
養
え
る
種
目
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
」。

　
「
個
別
か
ら
全
体
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
こ

こ
に
新
し
い
空
手
道
の
魅
力
を
見
つ
け
ま
し

た
。
個
人
が
技
術
を
覚
え
る
「
個
」
の
側
面

か
ら
、
３
、４
名
で
協
力
し
て
成
果
を
上
げ
よ

う
と
す
る
「
団
体
」、
そ
し
て
ク
ラ
ス
、
学
校

単
位
で
成
果
を
創
り
上
げ
る
「
全
体
」
の
作

業
へ
と
つ
な
げ
る
熊
本
マ
リ
ス
ト
学
園
の
ス

タ
イ
ル―

―

こ
の
過
程
で
生
徒
が
獲
得
で
き

る
も
の
は
、
個
人
の
身
体
面
、
技
術
面
の
成

長
に
留
ま
り
ま
せ
ん
。

　
「
必
修
化
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
武
道
を

た
だ
や
る
の
で
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
目

標
が
あ
っ
て
、
意
識
づ
け
を
し
て
、
引
っ
張

り
続
け
る
と
い
う
流
れ
を
指
導
者
が
持
た
な

く
て
は
、
授
業
は
面
白
い
も
の
に
な
り
ま
せ

ん
」（
森
淳
先
生
）。

　

空
手
道
は
「
団
体
形
」
な
ど
を
ツ
ー
ル
に

新
学
習
指
導
要
領
が
求
め
る
要
素
を
満
た
し

得
る
と
、
過
去
の
「
あ
ゆ
み
」
で
も
述
べ
て

き
ま
し
た
。
熊
本
マ
リ
ス
ト
学
園
中
学
校
で

は
、
年
間
を
通
じ
て
体
系
化
さ
れ
た
指
導
計

画
の
中
で
、
個
と
全
体
を
育
む
機
会
を
設
け
、

武
道
授
業
を
真
に
意
義
あ
る
も
の
に
し
て
い

る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

な
ぜ
武
道
を
や
る
の
か
？ 

な
ぜ
義
務
教
育

課
程
で
や
る
の
か
？ 

武
道
か
ら
何
を
学
べ
る

の
か
？ 

空
手
道
に
限
ら
ず
、
武
道
授
業
の
価

値
は
何
か
と
い
う
質
問
に
答
え
を
出
す
か
の

よ
う
に
、
伝
統
を
継
承
し
な
が
ら
、
工
夫
を

続
け
る
熊
本
マ
リ
ス
ト
学
園
の
実
践
は
、
華

麗
に
光
を
放
っ
て
い
ま
す
。

生徒の声は…
「空手道は授業で初めてやりました。
それまでは『戦い』とか『怖い』と
いうイメージがありましたが、思っ
たより楽しかったです。
団体形でみんなのかけ声がそろった
ときが楽しく、形では平安二段が一
番好きです」

（１年Ｂ組　立石桃子さん）

「硬式テニスをやっています。空手道
はやったことがありませんでした。
最初はどんなものか分からず、うま
く出来るか不安でしたが、力が出せ
るのが嬉しいです。技では蹴りが好
きです。蹴って自分の強さを試して
いる感じが良いです」

（１年Ｂ組　寺本彗人くん）
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前屈立ちで立つ
（左足が前）。
両手は拳にして、
上段と中段に構
え る。 ま た は、
両拳を体側に降
ろしたり、両手
を腰に当てた構
えで練習しても
よい。

素朴なギモン Ｑ 空手をやると、ケガをしてしまうの？

Ａ「空手道＝戦い、ケガをする」というイメージを持っている人がとても多いようです。しかし、「基本」と「形」は相手と接触せずに行ないますので、ケガをさせたり、させられるものではありません。組手にも、「約束組手」
という決められた動きをする練習方法があります。そして、授業で安全に空手道を行なうため、ケガが起こらないこ
とを最優先に考えた授業用の指導方法・学習内容が作られています。「空手に先手（せんて）なし」という言葉が表
すように、空手道は人を傷付けるために習うのではなく、いざという時に自分の身を守るためにあるのです。

空
手
道
と
は

シ
リ
ー
ズ

「
蹴
り
」
と
は
足
を
使
っ
た
攻
撃
技
の
こ
と
。
こ
こ
で
は
「
前
蹴
り
」

と
「
回
し
蹴
り
」
を
紹
介
し
ま
す
。
練
習
で
は
上
半
身
の
力
を
抜
き
、

片
足
立
ち
に
な
っ
た
と
き
の
バ
ラ
ン
ス
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

❶前
まえ

蹴
げ

り
足を使った基本的な攻撃技のひとつ「前蹴り」は、前にいる相手の中
段（腹部）をねらい、足の裏の「上足底」（じょうそくてい）で蹴ります。
初めて取り組むときは、足の指を反らして、上足底を床に軽く当てて
みるなど、足のどの部分を使うか意識して行なうと良いでしょう。
ここでは前屈立ちでの練習を紹介します。
左右両方の足で練習してみましょう。

第
４
回 

蹴
り
を
覚
え
よ
う

※このシリーズは、（財）全日本空手道連盟『空手道指導の手引』を参考にしています。

❷回
まわ

し蹴
げ

り
回し蹴りは「背足」（はいそく。足の甲のこと）を使って蹴る
技です。膝を体側に引き上げ、足が曲線的なコースを描いて、
横から回り込むようにして蹴ります。ここで紹介するのは上段

（頭部）を目標とする上段回し蹴りです。中段を目標にすると
中段回し蹴りになります。 構え

Side
横から見たところ

Side
横から見たところ

構え

後ろ脚を膝から
引き上げる。
このとき足の指
を起こし、上足
底を意識する。

上足底が目標に
当 た る よ う に、
膝を伸ばしてい
く（蹴る）。

膝を曲げ、蹴っ
た足をもう一方
の脚の膝の位置
まで戻す（引く）。

元の姿勢に戻り、
次の攻防に備え
る（リラックス）。

Point
前蹴りで使うところ

「上足底」

1 2 3 4 5

「前蹴り」と同じ
ように構える。

Point
回し蹴りで使うところ

「背足」

1 2 3 4 5 6

回し蹴り

前蹴り

太ももが床と
水平以上にな
るまで引き上
げよう。

上足底を
意識！

体側に
引き上げる

後ろ脚の膝
を曲げ、体
側に引き上
げる。

膝を伸ばし、身体の
横から回すように蹴
る。腰とかかとも同
時に回す。
足先は伸ばし、背足
を意識する。

蹴るときと同じ
コースを通って
足を体側へ戻す

（引く）。
構えに戻る。

前蹴り

回し蹴り

※はじめは号令をかけ、１〜５の動きを一つずつ区切ってゆっ
くりと練習しましょう。慣れてきたら、「いち」の号令で１〜２、

「に」の号令で３〜４、「さん」の号令で５をすばやく行ないます。
さらに次は「いち」の号令ですばやく１〜５の動きを区切らず
行なってみましょう。

腰とかかと
を回す

かかとを
戻す
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空
手
道
を
採
用
し
た
７
校
が
参
加
！

　

期
間
中
、
受
講
者
は
空
手
道
の
礼
法
、
基

本
技
術
、
基
本
形
、
団
体
形
、
さ
ら
に
生
徒
を

対
象
に
指
導
す
る
際
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
び
ま
し

た
。
い
ず
れ
も
全
日
本
空
手
道
連
盟
『
空
手
道

指
導
の
手
引
』
に
そ
っ
た
指
導
内
容
で
し
た
。

　

団
体
形
の
最
後
に
は
「
競
技
会
」（
発
表
）

を
実
施
し
、
基
本
形
を
覚
え
て
グ
ル
ー
プ
発
表

ま
で
展
開
す
る
と
い
う
１
年
間
の
授
業
計
画
を

２
泊
３
日
に
凝
縮
し
て
学
び
ま
し
た
。

　

さ
て
、
こ
の
講
習
会
に
は
、
武
道
必
修
化
に

あ
た
り
４
月
か
ら
武
道
授
業
に
空
手
道
を
採
用

し
た
学
校
の
先
生
が
７
名
（
７
校
）
参
加
し
て

い
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
６
校
が
中
学
校
（
一
貫

校
含
む
）、
１
校
が
高
校
で
、
４
名
が
ま
っ
た

く
空
手
道
経
験
の
な
い
先
生
で
し
た
。

　

７
校
で
は
、
な
ぜ
空
手
道
を
導
入
し
た
の
か
。

平
成
24
年
度
は
ど
の
よ
う
な
授
業
を
予
定
し
、

指
導
に
あ
た
る
先
生
方
は
何
を
必
要
と
し
て
い

る
の
か
。
代
表
し
て
４
名
の
先
生
に
コ
メ
ン
ト

を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

＊

■
福
岡
女
学
院
中
学
校
・
高
等
学
校
（
福
岡
）

・
全
校
生
徒
約
900
名
（
中
学
生
約
450
名
）

・
空
手
道
授
業
は
年
６
時
間
程
度
の
予
定

・
空
手
道
指
導
者
：
髙
島
一
路
さ
ん
（
前
校
長
）

　
「
私
は
平
成
23
年
度
ま
で
本
校
の
校
長
を
務

め
て
お
り
、
４
月
か
ら
空
手
道
指
導
者
と
し
て

２
月
15
日
〜
17
日
、
長
野
県
松
本
市
に
て
、
中
学
校
、
高
校
の
保
健
体
育
科

教
員
や
、
運
動
部
活
動
指
導
者
（
外
部
指
導
者
含
む
）
ら
を
対
象
に
、
中
学

校
武
道
必
修
化
を
ふ
ま
え
た
講
習
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
全
国
か
ら
58
名

が
参
加
し
、
う
ち
２
割
程
度
が
空
手
道
未
経
験
者
で
し
た
。

安
全
、道
具
が
い
ら
な
い
、盛
り
上
が
る

「
ぜ
ひ
、授
業
で
や
っ
て
み
た
い
」

関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

23
年
度
ま
で
は
ダ
ン
ス
を
実
施
し
て
い
ま
し

た
が
、
武
道
必
修
化
に
あ
た
り
、
私
自
身
が
経

験
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
空
手
道
を
採
用
し
ま

し
た
。
中
学
１
、２
年
生
を
対
象
に
、
形
の
み

に
絞
り
、
体
育
館
で
ジ
ャ
ー
ジ
で
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
講
習
会
で
『
団
体
形
の
競
技
会
』
が
と

て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
生
徒
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
あ
げ
る
た
め
に
も
競
技
性
が
あ
る
と

い
い
で
す
し
、
ぜ
ひ
取
り
入
れ
た
い
で
す
」

■
東
星
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校
（
東
京
）

・
全
校
生
徒
約
260
名
（
中
学
生
約
160
名
）

・
空
手
道
授
業
は
年
５
～
８
時
間
を
予
定

・
保
健
体
育
科
教
諭
：
井
上
由
佳
子
さ
ん

　
「
本
校
で
は
柔
道
を
実
施
す
る
予
定
で
し
た

が
、『
あ
ゆ
み
』
を
き
っ
か
け
に
『
手
引
』
を

取
り
寄
せ
、
空
手
道
の
導
入
を
検
討
し
ま
し

た
。
安
全
や
環
境
面
な
ど
総
合
的
に
考
え
た

結
果
、空
手
道
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

私
は
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
が
専
門
で
、
空
手
道

は
初
心
者
。
講
習
会
を
と
お
し
て
、
空
手
道

は
他
の
ス
ポ
ー
ツ
と
違
い
、
シ
ン
プ
ル
な
動
作

の
中
に
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
こ

と
を
体
感
で
き
、
中
高
生
も
取
り
組
み
や
す

い
と
実
感
し
ま
し
た
。
生
徒
に
合
っ
た
授
業
展

開
と
工
夫
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

■
群
馬
県
太
田
市
立
西
中
学
校
（
群
馬
）

・
全
校
生
徒
約
450
名

・
空
手
道
授
業
は
１
、２
年
生
で
年
８
時
間
程

度
、
３
年
生
で
年
６
時
間
程
度
を
予
定

・
保
健
体
育
科
教
諭
：
長
尾 

清
さ
ん

　
「
本
校
に
は
空
手
道
同
好
会
が
あ
り
、
全
国

大
会
出
場
者
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。
学
校
の

特
色
が
出
せ
る
の
が
空
手
道
だ
と
考
え
ま
し

《
講
習
会
の
流
れ
》

■
１
日
目　

２
月
15
日
（
水
）

・
受
付
、
開
講
式

・
講
義「
空
手
道
の
特
性
」
…
①

・
実
技「
空
手
道
の
基
本
動
作（
移
動
基
本
動
作
）

の
指
導
法
」
…
②

■
２
日
目　

２
月
16
日
（
木
）

・
実
技「
空
手
道
の
基
本
動
作（
移
動
基
本
動
作
）

の
指
導
法
」
…
②

・
実
技「
中
学
校
武
道
指
導
実
践
法
」
…
③

■
３
日
目　

２
月
17
日
（
金
）

・
講
義
、
実
技「
形
の
指
導
法
」
…
④

・
解
説「
学
校
に
お
け
る
武
道
指
導
の
在
り
方
」

…
⑤

・
質
疑
応
答
、
閉
講
式

■
講
師

①
全
日
本
空
手
道
連
盟
副
会
長　

栗
原
茂
夫

②
全
日
本
空
手
道
連
盟
専
務
理
事　

有
竹
隆
佐

　

全
日
本
空
手
道
連
盟
専
門
委
員
会
委
員　

日
下
修
次

　

全
日
本
空
手
道
連
盟
評
議
員　

伊
藤 

仁

③
北
海
道
北
広
島
市
立
東
部
中
学
校
校
長　

河
野
匡
宏

　

富
山
県
上
市
町
立
上
市
中
学
校
教
頭　

岩
城
公
二

④
全
日
本
空
手
道
連
盟
１
級
資
格
審
査
員　

原
口
髙
司

⑤
文
部
科
学
省
ス
ポ
ー
ツ
・
青
少
年
局
体
育
参
事
官

付
教
科
調
査
官　

石
川
泰
成

ニ
ュ
ー
ス
・
フ
ラ
ッ
シ
ュ

「
平
成
23
年
度 

学
校
空
手
道
実
技
指
導
者
講
習
会
」

平成 23 年度 学校空手道実技指導者講習会

日時／ 2012 年２月 15日（水）〜 17日（金）
会場／松本市庄内体育館（長野県松本市）
主催／文部科学省
　　　全日本空手道連盟

た
。
ま
た
安
全
面
や
、
男
性
教
員
が
女
子
生

徒
を
教
え
る
こ
と
を
考
え
て
も
、
空
手
道
が

良
い
だ
ろ
う
と
判
断
し
ま
し
た
。

　

私
は
専
門
が
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
で
す
。
空

手
道
授
業
で
は
外
部
指
導
者
と
の
テ
ィ
ー
ム
・

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
に
な
り
ま
す
が
、
外
部
指
導
者

と
自
分
と
の
役
割
分
担
を
模
索
中
で
す
。『
手

引
』
の
よ
う
な
視
覚
的
教
材
や
、
生
徒
自
身

が
書
き
込
む
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
が
あ
っ
た
ら
役
立

ち
そ
う
で
す
」

■
学
校
法
人
ど
ん
ぐ
り
向む
か

方が
た

学
園
（
長
野
）

・
全
校
生
徒
14
名
（
中
学
生
10
名
）

・
空
手
道
授
業
は
年
12
時
間
を
予
定

・
保
健
体
育
科
教
員
：
菅 

雄
太
さ
ん

　
「
本
校
は
自
然
に
囲
ま
れ
た
全
寮
制
の
学
校

で
、
小
学
生
か
ら
高
校
生
が
一
緒
に
学
ん
で
い

ま
す
。
当
初
は
剣
道
を
検
討
し
て
い
て
、
防

具
が
揃
わ
ず
困
っ
て
い
た
と
こ
ろ
に『
あ
ゆ
み
』

が
届
き
、
表
紙
の
『
体
操
着
で
で
き
る
、
体

育
館
で
で
き
る
』
と
い
う
言
葉
を
見
て
、
空

手
道
が
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

講
習
会
で
稽
古
し
て
み
て
、『
安
全
だ
な
』

と
実
感
。
ま
た
、
本
校
に
は
軽
度
発
達
障
害

や
不
登
校
の
子
も
お
り
ま
す
が
、
形
は
生
徒
の

良
い
点
を
見
つ
け
て
ほ
め
や
す
く
、
自
信
を
持

た
せ
る
き
っ
か
け
づ
く
り
に
効
果
的
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
私
自
身
、
こ
れ
を
機
会
に
空
手

道
場
に
通
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

＊

　

全
日
本
空
手
道
連
盟
で
は
、
資
料
提
供
や

外
部
指
導
者
の
派
遣
な
ど
、
空
手
道
採
用
を

希
望
す
る
学
校
に
全
面
的
に
協
力
し
て
い
く

体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。「
あ
ゆ
み
」
で
も
、

空
手
道
実
施
校
の
授
業
や
、
先
生
や
生
徒
の

声
を
取
材
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

学校法人どんぐり向方学園
菅雄太さん（長野）

太田市立西中学校
長尾清さん（群馬）

東星学園中学校・高校
井上由佳子さん（東京）

福岡女学院中学校・高校
髙島一路さん（福岡）

基本形を覚えた後、団体形を練習する受講者。個人学習からグループ練習、そして競技会へ発展させる。中学生にも好評の、団体形の競技会。

団体形の競技会では生徒がローテーションで
発表と審判を行なう。生徒の動きについて説明。

3 日目には文科省による解説が行なわれた。

約束組手の講習。両手で突くことで身体の流
れを防ぎ、正しい距離感を覚えさせる指導方法。

学校名（五十音順） 所在地 公私立 共・別学 共・別習 経験
1 太田市立西中学校 群馬県 公立 共学 共習 なし

2 片山学園中学校・高校 富山県 私立 共学 共習 あり

3 幸福の科学学園高校 栃木県 私立 共学 共習 少し

4 東星学園中学校・高校 東京都 私立 共学 共習 なし

5 どんぐり向方学園 長野県 私立 共学 共習 なし

6 浜松開誠館中学校・高校 静岡県 私立 共学 共習 なし

7 福岡女学院中学校・高校 福岡県 私立 女子 女子 あり

［表］空手道採用校の概要（講習会参加者中） 

※「共・別習」は空手道授業に関して　「経験」は担当教員の空手道経験の有無
実際使われている学習指導計画や教材が、資料として配布された。
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第
１
回
全
日
本
選
手
権
大
会

第
１
回
世
界
大
会
が
開
催
さ
れ
る

　

１
９
６
４
年
に
全
日
本
空
手
道
連
盟
（
全
空

連
）
が
結
成
さ
れ
、
１
９
６
８
年
、
全
空
連
の

第
２
代
会
長
に
笹
川
良
一
氏
が
就
任
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
翌
年
の
１
９
６
９
年
10
月
10
日

に
、
記
念
す
べ
き
第
１
回
全
日
本
空
手
道
選
手

権
大
会
が
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
、
ま
た
、

１
９
７
０
年
に
は
世
界
空
手
道
連
合
（W

orld 
U

nion of Karate O
rganizations, W

U
KO

）

が
結
成
。
第
１
回
世
界
空
手
道
選
手
権
大
会

（
33
カ
国
参
加
）
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
沖
縄
で

発
祥
し
た
空
手
が
日
本
全
土
に
広
ま
り
、
そ
し

て
世
界
へ
と
広
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
Ｗ
Ｕ
Ｋ
Ｏ
は
１
９
９
３
年
に
改

称
さ
れ
、
現
在
は
世
界
空
手
連
盟
（W

orld 
Karate Federation, W

KF

）
と
な
り
ま
し
た
。

世
界
に
お
け
る
空
手
道

　

世
界
空
手
道
連
合
（
Ｗ
Ｕ
Ｋ
Ｏ
）
は

１
９
７
０
年
の
東
京
で
の
大
会
を
機
に
、
２

年
に
一
度
選
手
権
大
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

第
２
回
は
フ
ラ
ン
ス
、
第
３
回
は
ア
メ
リ
カ
、

そ
し
て
第
４
回
の
１
９
７
７
年
は
再
び
日
本

で
開
催
さ
れ
、
第
５
回
の
１
９
８
０
年
に
は

ス
ペ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
現
在
は
世

界
の
あ
ら
ゆ
る
国
で
国
際
大
会
が
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｗ
Ｕ
Ｋ
Ｏ
は
、
１
９
７
６
年
に
国

際
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
機
構
（
Ｇ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｆ
）
の

承
認
を
得
て
、
１
９
８
１
年
、
第
１
回
Ｇ
Ａ

Ｉ
Ｓ
Ｆ
ワ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
ズ
に
空
手
道
が
参

加
し
、
世
界
中
で
空
手
の
大
会
が
開
催
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

国
体
の
正
式
種
目
に
！　

　

１
９
７
２
年
、
全
空
連
は
日
本
体
育
協
会
に

加
盟
承
認
さ
れ
、
１
９
７
８
年
に
長
野
国
体
か

ら
公
開
競
技
（
全
日
本
選
手
権
大
会
）
と
し

て
参
加
し
ま
し
た
。
翌
年
の
１
９
７
９
年
宮
崎

国
体
、
１
９
８
０
年
の
栃
木
国
体
は
、
空
手
道

競
技
と
し
て
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
に
参
加

し
、
そ
し
て
、
１
９
８
１
年
、
つ
い
に
滋
賀
国

体
で
念
願
の
正
式
種
目
と
な
り
ま
し
た
。

シリーズ④
空手道の歴史

　（1965年〜1981年）

日本から世界に！

　

さ
て
、
長
野
国
体
で
は
一
風
変
わ
っ
た
空
手

道
競
技
が
行
わ
れ
た
と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い

ま
す
。
１
９
６
９
年
か
ら
始
ま
っ
た
全
日
本
選

手
権
大
会
は
、
第
１
回
か
ら
第
５
回
ま
で
は
、

組
手
は
男
子
の
個
人
戦
（
無
差
別
級
）
と
団
体

戦
の
２
種
目
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
長

野
国
体
の
公
開
競
技
と
し
て
行
わ
れ
た
第
６
回

全
日
本
選
手
権
大
会
の
み
、「
身
長
制
」
で
競
技

が
行
わ
れ
た
よ
う
で
す
。
階
級
は
、
Ｓ
級
、
Ｍ

級
、Ｌ
級
、無
差
別
級
の
４
階
級
で
す
。
そ
の
後
、

翌
年
の
１
９
７
９
年
の
国
体
か
ら
、
現
在
の
体

重
別
と
な
り
、
そ
の
後
、
男
子
組
手
、
男
女
形

試
合
に
追
加
し
て
、
女
子
の
組
手
競
技
も
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

参
考
文
献
：

「
空
手
道
教
範
」
財
団
法
人 

全
日
本
空
手
道
連
盟
発
行

１
９
６
６
年

「
空
手
道
歴
史
年
表
」
外
間
哲
弘
著　

２
０
０
１
年

「
空
手
道
で
磨
く
〝
心
技
体
〟」　

財
団
法
人 

全
日
本
空
手

道
連
盟
発
行　

２
０
０
８
年

「
女
性
の
た
め
の
空
手
道
季
刊
誌
か
ぐ
や　

第
11  
号
」

財
団
法
人 

全
日
本
空
手
道
連
盟
発
行　

２
０
１
０
年

〜
１
８
０
０
年

シリーズ①
・1429 年
　琉球王国の誕生
　＜一度目の禁武政策＞
・1609 年
　島津藩が琉球を征服　
　＜二度目の禁武政策＞
・「唐手」から「空手」へ

１
８
０
０
年
代

〜
１
９
０
０
年

シリーズ②
〈四大流派の開祖 出生 ※〉

・1868 年
　富名腰義珍 出生
　（後に船越と改姓、松濤館流）
・1888 年
　宮城長順 出生（剛柔流）
・1889 年
　摩文仁賢和 出生（糸東流）
・1892 年
　大塚博紀 出生（和道流）

１
９
０
１
年

〜
１
９
６
４
年

シリーズ③
・1916 〜 17 年
　富名腰義珍が空手を本土初公開
・1922 年
　文部省第１回体育博覧会にて
　富名腰義珍が演武
・1939 年
　関東空手道学生連盟結成
・1950 年
　日本学生空手道連盟結成
・1964 年
　全日本空手道連盟結成

１
９
６
５
年

〜
１
９
８
１
年

シリーズ④
・1969 年
　全空連、財団法人認可
　全日本大会開催
・1970 年
　世界空手連合結成（WUKO)
　東京で世界大会
・1981 年
　空手道が国体正式種目に

１
９
８
２
年

〜
２
０
０
０
年

シリーズ⑤
・1985 年
　WUKO が IOC 公認団体に
・1993 年
　WUKO が WKF に名称変更
・1994 年
　アジア競技大会に空手道が
　正式競技として参加

２
０
０
１
年

〜
現
在

シリーズ⑥
・2001 年
　全日本少年少女大会開催
　日本スポーツマスターズ開催
・2008 年
　東京で世界大会開催
・2009 年
　日本空手道会館落成

※四大流派…全日本空手道連盟が定めた空手道の４つのおもな流派。松濤館流、剛柔流、糸東流、和道流。

年代 おもな出来事

今回の
テーマ

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
子
供
の
頃
や
学

生
時
代
に
空
手
を
習
い
始
め
て
、
社
会

で
活
躍
し
て
い
る
方
を
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。今
回
は
医
師
と
な
っ
て
11
年
目
、

２
児
の
母
で
も
あ
る
外
科
医
・
加
賀
谷

暁
子
さ
ん
に
ご
登
場
い
た
だ
き
ま
す
。

●
大
学
で
空
手
道
部
に

　

私
が
空
手
道
を
始
め
た
の
は
、
千

葉
大
学
医
学
部
１
年
生
の
時
で
す
。

在
学
中
に
何
か
身
に
付
け
た
く
て
、

空
手
道
部
を
見
学
。
武
道
は
道
具
を

使
わ
ず
自
分
の
身
体
だ
け
で
行
な
う

こ
と
か
ら
、
稽
古
を
通
じ
て
「
自
信
」

が
つ
く
の
で
は
と
思
い
ま
し
た
。

　

医
学
部
空
手
道
部
は
他
学
部
で
構

成
す
る
ク
ラ
ブ
と
は
別
に
活
動
し
て

お
り
、
当
時
の
部
員
は
全
体
で
15
人

ほ
ど
い
た
と
思
い
ま
す
。
な
か
に
は
、

付
属
の
看
護
学
校
や
、
学
外
の
医
療

系
学
校
の
学
生
も
い
て
、
週
２
～
３

回
、
３
時
間
程
度
の
練
習
を
し
て
い

ま
し
た
。

●
医
師
を
志
し
た
き
っ
か
け

　

小
さ
い
頃
、
よ
く
病
院
に
か
か
る

こ
と
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
患
者
の

訴
え
を
聞
か
な
い
医
師
が
い
て
、
子

供
心
に
納
得
が
い
か
ず
…
な
ら
ば

自
分
が
医
師
に
な
ろ
う
と
思
っ
た
の

が
、
そ
も
そ
も
の
き
っ
か
け
で
し
た
。

　

医
学
部
に
進
学
し
、
消
化
器
外
科

を
専
門
と
し
ま
し
た
。
手
術
を
見
て
、

人
の
お
な
か
の
中
が「
き
れ
い
」
だ
っ

た
こ
と
、
そ
し
て
、
手
術
は
「
取
る
」

だ
け
で
な
く
皮
膚
や
臓
器
を
「
つ
な

ぎ
直
す
」
の
で
す
が
、
こ
こ
に
個
人

の
努
力
で
技
術
を
活
か
せ
る
余
地
が

あ
る
の
で
は
と
感
じ
た
の
が
理
由
で

し
た
。

　

医
師
に
な
っ
て
11
年
目
に
な
り
ま

す
。
そ
の
間
に
二
人
の
子
ど
も
を
出

産
し
ま
し
た
。
現
在
は
千
葉
メ
デ
ィ

カ
ル
セ
ン
タ
ー
で
、
主
に
消
化
器
の

症
状
を
訴
え
る
患
者
さ
ん
の
診
察
や

手
術
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

好
き
で
や
っ
て
い
る
仕
事
な
の
で

朝
仕
事
が
始
ま
る
と
い
つ
の
間
に
か

夜
に
な
っ
て
、
疲
れ
た
と
感
じ
る
暇

が
な
い
こ
と
。
こ
れ
が
「
や
り
甲
斐
」

で
し
ょ
う
か
。

　

仕
事
の
後
は
ど
っ
と
疲
れ
が
出

て
、
家
に
帰
っ
た
ら
子
供
を
抱
え
て

す
ぐ
寝
る
日
々
で
、「
体
力
の
限
界

が
仕
事
の
限
界
だ
な
」
と
弱
気
に

な
っ
た
り
、
反
対
に
、
身
体
を
鍛
え

よ
う
と
走
っ
て
み
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
か
ら
夫
が

仕
事
を
辞
め
、
育
児
を
し
て
く
れ
て

い
ま
す
。
私
が
こ
う
し
て
仕
事
に
専

念
で
き
る
の
は
夫
の
お
か
げ
で
す
。

●
集
中
と
反
復
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

空
手
の
試
合
や
組
手
で
は
、
そ
れ

ま
で
ど
ん
な
に
努
力
し
て
い
て
も
、

自
分
の
精
神
状
態
ひ
と
つ
で
身
体
が

固
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
自
覚
し
ま

し
た
。

　

仕
事
に
お
い
て
も
、
と
く
に
手
術

は
命
に
直
接
関
わ
る
こ
と
な
の
で
、

か
な
り
の
緊
張
感
が
あ
り
ま
す
。
手

術
で
は
他
の
先
生
方
と
チ
ー
ム
を
組

む
と
は
い
え
、
基
本
的
に
は
自
分
が

身
に
付
け
て
い
る
も
の
を
、
最
大
限

に
出
す
こ
と
に
尽
き
る
の
で
す
。

　

こ
の
緊
張
感
を
乗
り
越
え
る
に
は

「
集
中
」
し
か
な
い
で
す
ね
。
も
と

も
と
一
つ
の
物
事
に
没
頭
す
る
タ
イ

プ
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
私
は
手
術

が
始
ま
る
と
、
ぱ
っ
と
集
中
し
、
意

識
が
切
り
替
わ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
医
師
に
な
っ
て
間
も
な
い

こ
ろ
、
退
院
間
近
の
患
者
さ
ん
が
突

然
目
の
前
で
倒
れ
、
心
停
止
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
の
時
は
頭
が

真
っ
白
に
な
っ
た
も
の
で
し
た
。
で

も
、
予
想
外
の
こ
と
が
起
こ
っ
て
も
、

す
る
べ
き
こ
と
は
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
は
、
い
ろ
い
ろ
な
状
況
を
反

復
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
、
身
体

が
自
然
に
動
く
よ
う
に
心
が
け
て
い

ま
す
。
空
手
の
基
本
稽
古
に
通
じ
る

と
こ
ろ
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

●
今
も
空
手
道
が
生
活
の
一
部

　

空
手
は
、
な
に
げ
な
く
始
め
て
、

の
め
り
込
ん
で
い
た
わ
け
で
な
く
、

あ
く
ま
で
学
生
生
活
の
一
部
で
し
た
。

け
れ
ど
、
今
で
も
身
体
は
自
然
に
動

き
、
身
体
を
使
い
た
い
と
き
や
、
思

い
詰
ま
っ
た
時
に
家
で
基
本
の
動
き

を
す
る
な
ど
、
生
活
の
一
部
に
な
っ

て
い
ま
す
。
身
体
を
動
か
す
こ
と
で

「
無
」
に
な
れ
る
ん
で
す
。

　

将
来
、「
持
ち
札
」
の
多
い
外
科

医
が
目
標
で
す
。
上
級
医
か
ら
学
ぶ

こ
と
、
た
く
さ
ん
の
患
者
さ
ん
を
診

る
こ
と
か
ら
引
き
出
し
を
増
や
し
続

け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

＊　
　

＊　
　

＊　
　

＊　
　

＊

　

完
全
な
休
日
は
月
２
、３
日
と
い
う

多
忙
の
中
、
外
科
医
と
い
う
仕
事
に
高

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
ぎ
続
け
る
加
賀
谷

さ
ん
。
手
術
に
臨
む
精
神
は
ど
こ
か
武

道
の
稽
古
に
通
じ
る
も
の
を
感
じ
ま
し

た
。
日
常
生
活
に
空
手
道
が
自
然
と
活

き
て
い
る
の
が
印
象
的
で
し
た
。

――Profile
1974 年 5 月 20 日　大阪府生まれ
1994 年　千葉大学医学部 入学
2001 年　千葉大学医学部付属病院　食道胃腸外科
2002 年　厚生連　熊谷総合病院　外科
2003 年　千葉県がんセンター　消化器外科
2004 年　厚生連　幸手総合病院　外科
2005 年　千葉大学医学部付属病院　食道胃腸外科
　　　　　 第一子出産
2008 年　第二子出産
2011年〜 千葉メディカルセンター外科部長
　　 　　　日本外科学会専門医

――Personal Karate History
1994 〜2000 年 千葉大学医学部空手道部

千葉メディカルセンター
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い
ら
し
く
、
熊
本
県
は
「
０
」
と
い
う

実
施
率
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
他
の
状
況
調
査
項
目
で
、な
ぜ
、

そ
の
武
道
種
目
を
選
択
し
た
の
か
、
と

い
う
問
い
に
は
、

①
す
で
に
こ
の
運
動
種
目
を
実
施
し
て

い
る
た
め　

81.1
％

②
こ
の
運
動
種
目
を
指
導
で
き
る
教
員

を
確
保
で
き
る
た
め　

24.5
％

③
こ
の
地
域
で
伝
統
的
に
愛
好
さ
れ
る

た
め　

8.5
％

　

指
導
充
実
の
た
め
の
取
組
み
は
ど
の

よ
う
に
行
っ
て
き
た
か
、
と
い
う
問
い

に
は
、

①
指
導
す
る
教
員
を
研
修
に
参
加
さ
せ

た　

78.8
％

②
地
域
の
人
材
に
指
導
を
依
頼
し
た

12.6
％

③
指
導
す
る
教
員
に
研
究
指
定
校
や
モ

デ
ル
校
の
取
組
み
例
を
調
査
さ
せ
た

11.4
％

　

指
導
す
る
教
員
か
ら
武
道
の
授
業
を

行
う
の
に
ど
の
よ
う
な
取
組
み
を
望
む

声
が
あ
る
か
と
い
う
問
い
に

①
さ
ら
な
る
研
修
の
充
実　

53.6
％

②
わ
か
り
や
す
い
指
導
書
の
配
布　

50.4
％

③
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
活
用　

26.0
％

　

こ
れ
ら
は
、
学
校
現
場
が
回
答
し
た

結
果
で
あ
る
。

　

市
町
村
教
育
委
員
会
は
、
今
後
の
取

組
み
と
し
て

①
指
導
す
る
教
員
に
対
す
る
研
修
の
機

会
を
確
保
す
る　

52.4
％

②
地
域
の
人
材
に
指
導
の
支
援
を
依
頼

す
る　

37.0
％

③
特
に
予
定
は
な
い　

21.8
％

　

都
道
府
県
教
育
委
員
会
は
、
今
後
の

取
組
み
と
し
て

①
指
導
す
る
教
員
に
対
す
る
研
修
の
機

会
を
確
保
す
る　

100
％

②
地
域
の
人
材
に
指
導
の
支
援
を
依
頼

す
る　

78.7
％

③
そ
の
他　

29.8
％

④
特
に
予
定
は
な
い　

0.0
％

　

こ
の
調
査
結
果
を
総
合
し
て
考
察
し

て
み
る
。

　

公
立
中
学
校
に
お
け
る
選
択
種
目
の

理
由
は
、
８
割
が
す
で
に
そ
の
種
目
を

実
施
し
て
い
る
た
め
、
と
い
う
。
経
験

を
踏
ま
え
る
こ
と
が
で
き
る「
安
心
感
」

が
学
校
に
あ
る
の
で
あ
る
。

　

指
導
で
き
る
教
員
を
確
保
で
き
る

（
柔
道
、
剣
道
が
主
）
の
は
、

24.5
％
で

あ
り
、
市
町
村
教
委
の
、「
今
後
の
取

組
み
と
し
て
特
に
予
定
は
な
い
」
と
し

て
い
る

21.8
％
と
概
ね
符
合
し
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
４
分
の
１
の
学
校
に
は

「
武
道
指
導
者
が
い
て
、
ま
か
せ
て
お

い
て
大
丈
夫
」
と
い
う
「
安
心
感
」
が

あ
り
、
こ
の
４
分
の
１
の
学
校
は
「
武

道
必
修
化
」
に
対
し
て
あ
ま
り
不
安
を

感
じ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

上
記
の
よ
う
に
８
割
の
中
学
校
で

は
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
、
継
続
し

て
そ
の
種
目
を
採
用
し
て
い
る
よ
う
だ

が
、
そ
の
半
数
以
上
の
学
校
で
は
、「
不

安
を
感
じ
て
、
実
施
に
向
か
っ
て
研
修

を
深
め
て
い
か
ね
ば
」
と
考
え
て
い
る

し
、
都
道
府
県
教
委
は
「
そ
の
た
め
の

支
援
を
や
ら
ね
ば
」
と
１
０
０
％
が
考

え
て
い
る
。
市
町
村
教
委
の
指
導
者
研

修
機
会
確
保
は
50
％
強
で
、
都
道
府

県
教
委
と
の
温
度
差
に
少
し
驚
い
て
い

る
。

　

ま
た
、「
さ
ら
な
る
研
修
の
充
実
」

を
望
む
現
場
の
声
、「
わ
か
り
や
す
い

指
導
書
の
配
布
」
を
望
む
声
が
共
に

50
％
強
あ
る
、
と
い
う
の
は
、
柔
道
・

剣
道
の
専
門
家
で
は
な
い
人
が
、
や
は

り
半
分
は
い
る
、
と
い
う
証
な
の
で
は

な
い
か
。
そ
こ
で
、
地
域
人
材
活
用
に

つ
い
て
は
、
４
分
の
１
の
学
校
で
は
考

え
て
い
る
が
、
実
際
に
活
用
で
き
る
学

校
は
そ
の
半
分
、
と
な
っ
て
い
る
。
地

域
人
材
の
支
援
を
希
望
す
る
市
町
村
教

委
は
４
割
弱
だ
が
、
都
道
府
県
教
委
で

は
約
８
割
が
今
後
の
取
組
み
に
「
地
域

人
材
の
活
用
」
を
挙
げ
て
い
る
。
実
施

へ
の
不
安
感
が
読
み
取
れ
る
。

■
■
日
本
武
道
館
調
査
か
ら

　
一
方
、
日
本
武
道
館
の
調
査
は
、「
公

立
学
校
」
と
は
指
定
し
て
い
な
い
た

め
、
文
科
省
よ
り
広
範
で
、
詳
し
い
調

査
と
な
っ
て
い
る
。
全
国
都
道
府
県
教

委
、
政
令
指
定
都
市
教
委
66
教
委
に
調

査
を
行
い
、
１
０
３
５
６
の
学
校
の
動

向
を
明
ら
か
に
し
た
。
文
科
省
よ
り
早

い
、
２
０
１
２
年
１
月
15
日
現
在
の
調

査
で
あ
る
。
表
１
は
、『
月
刊
武
道
４

月
特
別
増
大
号
』（

191
頁
）
か
ら
一
部

引
用
抜
粋
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

調
査
対
象
の
中
学
校
数
が
文
科
省
の

抽
出
調
査
よ
り
多
く
、
私
学
の
数
も
カ

ウ
ン
ト
さ
れ
、
空
手
道
で
い
え
ば
、
文

科
省
調
査
か
ら
抜
け
落
ち
た
熊
本
県
４

校
（
芦
北
町
分
）
も
し
っ
か
り
カ
ウ
ン

ト
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
教
委
に
よ
っ

■
■
文
部
科
学
省
調
査
か
ら

　

ま
ず
は
、
文
部
科
学
省
が
３
月
15
日

付
け
で
報
道
発
表
し
た
デ
ー
タ
を
も
と

に
皆
さ
ん
に
ご
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
。

　

タ
イ
ト
ル
は
「
武
道
お
よ
び
ダ
ン
ス

の
必
修
化
に
向
け
た
公
立
中
学
校
の
指

導
体
制
に
つ
い
て
」
と
な
っ
て
お
り
、

「
公
立
中
学
校
」
と
い
う
と
こ
ろ
が
後

述
す
る
日
本
武
道
館
資
料
と
異
な
る
。

　

都
道
府
県
公
立
中
学
校
各
20
校
を

（
全
国
で
９
４
０
校
）
を
対
象
と
し
た

抽
出
調
査
で
、
調
査
期
間
は
、
平
成
23

年
12
月
か
ら
平
成
24
年
１
月
。
ま
さ
に

直
前
調
査
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
武
道
９
団
体
（
柔

道
・
剣
道
・
相
撲
・
な
ぎ
な
た
・
弓
道
・

空
手
道
・
合
気
道
・
少
林
寺
拳
法
・
銃

剣
道
）
の
採
用
状
況
は
、

①
柔
道　
　

64.1
％

②
剣
道　
　

37.6
％

③
相
撲　
　

3.4
％

④
空
手
道　

2.3
％

⑤
弓
道　
　

1.0
％

と
な
っ
て
い
る
。
他
の
な
ぎ
な
た
、
合

気
道
、
少
林
寺
拳
法
、
銃
剣
道
は
１
％

に
満
た
な
い
。

　

我
が
空
手
道
は
、
相
撲
に
続
く
第
４

位
で
あ
り
、
文
科
省
が
推
薦
す
る
３
武

道
に
続
く
存
在
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
。

　

た
だ
、
や
は
り
、
と
い
っ
て
は
何
だ

が
、
沖
縄
の
18
校
（
90
％
）
が
数
字
を

稼
い
で
お
り
、
沖
縄
以
外
で
は
、
北
海

道
、
山
形
、
新
潟
、
奈
良
で
各
１
校
と

な
っ
て
い
る
。

　

熊
本
の
芦
北
町
は
抽
出
さ
れ
て
い
な

て
調
査
時
期
が
異
な
る
、
実
施
率
の
算

出
方
法
が
異
な
る
、
栃
木
県
の
デ
ー
タ

が
な
い
な
ど
完
全
な
調
査
と
は
な
っ
て

い
な
い
が
、
よ
り
詳
細
な
調
査
と
し
て

注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
は
、
柔
道
を
見
て
み
る
。

　
『
月
刊
武
道
４
月
特
別
号
』
の
数
値

を
詳
細
に
見
て
み
る
と
、
採
用
率
が

90
％
を
超
え
る
の
が
、
札
幌
市
、
秋
田

県
、
千
葉
市
、
横
浜
市
、
新
潟
市
、
名

古
屋
市
、
神
戸
市
、
と
な
っ
て
い
る
。

　

全
体
で

64.11
％
な
の
で
、
都
市
部
に
お

け
る
柔
道
の
採
用
は
突
出
し
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
各
都
市
の
武
道
場
設
置
率

（
畳
が
用
意
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
）
は
、
札
幌
市(

69.7
％)

、
秋
田
県

(

41.4)

、
千
葉
市(

95.0)

、
横
浜
市(

73.0)

、

新
潟
市(

31.2)

、
名
古
屋
市(

96.5)

、
神

戸
市(

46.6)

、と
な
っ
て
お
り
、千
葉
市
、

名
古
屋
市
を
の
ぞ
い
て
環
境
が
整
っ
て

い
る
た
め
の
柔
道
選
択
で
は
な
い
、
と

い
う
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。す
な
わ
ち
、

文
科
省
調
査
に
あ
る
「
す
で
に
実
施
し

て
い
る
種
目
」
と
し
て
の
選
択
と
考
え

ら
れ
る
。

　

で
は
、
な
ぜ
、
都
市
部
で
柔
道
採
用

が
多
い
の
か
。
私
の
体
育
教
員
と
し
て

の
実
感
か
ら
類
推
す
れ
ば
、
専
門
外
の

教
員
に
と
っ
て
、
剣
道
の
防
具
・
竹
刀

の
準
備
や
管
理
は
大
変
だ
が
、
柔
道
な

ら
生
徒
に
道
着
を
準
備
さ
せ
れ
ば
よ
い

の
で
取
り
組
み
や
す
い
（
少
な
く
と
も

高
校
で
は
そ
う
で
あ
る
）。

　

ま
た
、
大
学
の
実
技
講
座
で
学
ん
だ

経
験
を
活
か
せ
ば
指
導
は
可
能
で
あ
る

し
、
実
技
研
修
も
わ
が
身
と
柔
道
着
だ

け
な
の
で
受
け
や
す
い
、
と
い
う
感
覚

が
あ
る
。

　

柔
道
種
目
の
安
全
性
が
新
聞
等
で
俎

上
に
載
っ
て
い
る
が
、
内
容
を
工
夫
・

精
選
し
、
激
し
い
攻
防
を
行
わ
ね
ば
大

き
な
事
故
に
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
い

か
、と
い
う
見
込
み
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。

実
施
を
前
に
、
柔
道
界
や
文
科
省
が

心
配
す
る
の
は
、
１
０
０
％
事
故
が
起

こ
ら
な
い
授
業
を
、
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。専
門
家
で
は
な
い
体
育
指
導
者（
即

成
の
黒
帯
者
）
の
指
導
へ
の
危
惧
が
起

こ
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
部
分
な
の
で

あ
る
。

　

だ
が
、
指
導
者
が
専
門
家
か
そ
う
で

は
な
い
か
、
と
い
う
問
題
以
上
に
、
こ

れ
ま
で
武
道
授
業
を
行
っ
て
こ
な
か
っ

た
中
学
校
の
課
題
は
大
き
い
。

　

武
道
場
の
な
い
中
学
校
で
は
、
指
導

時
数
の
少
な
さ
ゆ
え
の

①
畳
の
あ
げ
お
ろ
し
・
保
管
の
難
し
さ

②
柔
道
着
の
管
理

に
苦
慮
さ
れ
て
い
る
。
大
阪
府
の
あ
る

中
学
校
の
例
を
あ
げ
る
と
、
①
に
関
し

て
は
、
集
中
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成

で
、
で
き
る
限
り
連
続
で
柔
道
を
実
施

し
て
い
く
（
１
～
３
年
ま
で
男
女
と
も

11
月
末
か
ら
12
月
に
か
け
て
集
中
的
に

授
業
を
組
む
）
が
、
体
育
館
を
使
用
す

る
た
め
、
毎
日
の
部
活
動
の
た
め
に
終

了
後
は
80
畳
分
の
畳
を
雑
巾
で
拭
い
た

う
え
片
付
け
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

②
に
関
し
て
も
、
柔
道
着
は
、
な
け

れ
ば
授
業
は
行
え
な
い
。
組
合
い
、
抑

え
合
い
を
行
う
に
柔
道
着
は
必
須
だ
か

ら
で
あ
る
。
年
間
10
時
間
ほ
ど
の
授
業

の
た
め
に
柔
道
着
を
購
入
さ
せ
る
、
と

い
う
の
は
保
護
者
負
担
の
点
か
ら
考
え

づ
ら
い
。
な
ら
ば
、
学
校
で
用
意
し
、

授
業
ご
と
に
貸
し
出
し
、
終
了
後
洗
濯

機
で
洗
い
、
干
し
、
を
期
間
中
体
育
の

先
生
が
繰
り
返
す
こ
と
に
な
る
（
こ
の

学
校
で
は
約
80
着
）。
清
潔
な
道
着
を

保
と
う
と
思
え
ば
そ
う
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
し
、
女
生
徒
に
、
前
の
時
間
に

着
せ
た
道
着
を
着
せ
る
の
は
や
は
り
気

を
使
う
（
こ
の
手
間
が
大
変
な
た
め
、

生
徒
に
購
入
さ
せ
る
学
校
も
あ
る
、
と

の
こ
と
）。

　

こ
の
よ
う
な
点
が
あ
っ
て
も
や
は

り
、
柔
道
を
採
用
す
る
の
は
、
体
育
教

師
が
指
導
で
き
る
種
目
と
し
て
、
剣
道

よ
り
も
垣
根
が
低
く
、
市
町
村
教
委
に

と
っ
て
は
、
異
動
（
転
勤
）
が
あ
っ
て

も
、
学
校
と
し
て
の
対
応
に
苦
慮
す
る

こ
と
が
少
な
い
、
と
い
う
点
も
理
由
の

一
つ
で
あ
る
。

　
一
方
剣
道
採
用
の
率
の
高
い
（
50
％

を
超
え
る
）
地
域
は
、
さ
い
た
ま
市

(

74.1
％)

、岐
阜
県(

89.9)

、徳
島
県(

59.3)
、

香
川
県(

55.6)

、
高
知
県(

82.5)

、
佐
賀

県(

69.6)

と
な
っ
て
い
る
。
四
国（
３
県
）

の
採
用
率
の
高
さ
が
注
目
さ
れ
る
。
西

日
本
の
方
が
東
日
本
に
比
べ
て
剣
道
採

用
が
多
い
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。

　

武
道
館
デ
ー
タ
か
ら
、
空
手
道
採
用

校
数
を
抜
き
出
し
て
検
討
し
て
み
よ
う

（
表
２
）。

　

沖
縄
県
の
「
87
校
」
は
こ
の
調
査

時
点
で
、
県
下
の

56.5
の
割
合
で
、
わ
れ

わ
れ
が
う
か
が
っ
て
い
る
70
％
で
あ
れ

ば
、
も
う
少
し
数
字
は
上
が
る
。

　

私
の
高
校
体
育
教
員
時
代
、
武
道
授

業
は
１
年
生
の
４
月
に
開
始
し
た
。
学

校
生
活
の
規
律
指
導
に
も
貢
献
し
、
学

校
生
活
全
般
の
落
ち
着
き
に
武
道
（
空

手
道
）
授
業
が
役
立
っ
た
の
で
あ
る
。

　

中
学
校
で
も
、
礼
法
や
挨
拶
な
ど

入
学
当
初
に
き
ち
ん
と
指
導
し
て
お
け

ば
、
学
校
生
活
全
般
の
規
範
意
識
確
立

に
も
役
立
て
る
と
思
う
の
だ
が
、
導
入

す
る
学
校
の
事
情
に
よ
っ
て
、
時
期
が

異
な
る
の
は
や
む
を
得
な
い
か
。

　

自
治
体
に
よ
っ
て
は
「
公
立
中
学
校

の
み
」
の
数
字
を
出
し
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
り
（
14
県
教
委
）、
私
立
中
学
校

で
の
採
用
が
多
い
と
見
込
ま
れ
る
空
手

中
学
校
武
道
必
修
化
が
完
全
実
施
さ

れ
た
今
、
空
手
道
の
採
用
状
況
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

あ
ゆ
み
創
刊
号
か
ら「
手
引
の
て
び
き
」

を
執
筆
し
て
く
だ
さ
っ
た
小
山
正
辰
先

生
に
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

＊　

＊　

＊

　

３
月
３
日
に
開
催
さ
れ
た
「
日
本
武

道
学
会
空
手
道
専
門
分
科
会　

平
成

23
年
度
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」（
麗
澤
大

学
東
京
研
究
セ
ン
タ
ー
）
に
お
い
て
、

「
中
学
校
武
道
必
修
化
へ
の
取
組
み
ー

２
０
１
１
年
度
の
活
動
状
況
と
今
後
の

方
向
性
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
お
話
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

○
２
０
１
１
年
度
の
活
動
状
況

○
空
手
道
採
用
の
現
状

○
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て

と
い
う
３
つ
の
柱
立
て
で
約
１
時
間
、

話
と
質
疑
応
答
で
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
い
た
。

　

こ
の
う
ち
「
空
手
道
採
用
の
現
状
」

に
関
連
し
て
、
当
日
配
布
し
た
資
料
や

後
日
入
手
し
た
資
料
を
も
と
に
「
武
道

全
般
と
空
手
道
採
用
の
現
状
」
に
つ
い

て
報
告
す
る
。

道
は
、
全
体
に
数
字
が
上
が
る
可
能
性

は
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
年
２
月
の

「
学
校
空
手
道
実
技
指
導
者
講
習
会
」

に
参
加
し
て
い
た
中
学
校
は
、東
京
都
、

静
岡
県
、
富
山
県
、
群
馬
県
、
福
岡
県
、

長
野
県
で
各
１
校
で
あ
る
。
公
立
は
群

馬
の
１
中
学
校
の
み
で
、
多
く
は
私
立

共
学
校
、
女
子
校
も
１
校
あ
る
。

　

武
道
館
デ
ー
タ
と
重
複
し
て
い
な
け

れ
ば
６
校
プ
ラ
ス
で
あ
り
、
重
複
し
て

い
て
も
４
校
は
増
え
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
空
手
道
の
優
位
性
を
ぜ
ひ
周
知
し

て
い
た
だ
き
、
採
用
中
学
校
数
を
増
や

し
て
い
き
た
い
。

　

そ
れ
は
な
に
よ
り
、
空
手
道
へ
の
正

し
い
理
解
を
促
進
す
る
は
ず
で
あ
る
。

＊　

＊　

＊

　

ま
だ
ま
だ
言
及
し
き
れ
な
か
っ
た
部

分
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
紹
介
し
た

各
調
査
や
数
字
を
見
て
、
読
者
の
み
な

さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
感
じ
た
で
し
ょ
う

か
？ 

今
後
調
査
が
な
さ
れ
て
い
く
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
社
会
で
の
空
手
道
の

印
象
を
反
映
す
る
部
分
も
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
武
道
授
業
を
と
り
ま
く
状

況
を
、
少
し
で
も
つ
か
ん
で
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

項目 実施校数 割合（％）
柔道採用 6639 64.11
剣道採用 3151 31.06
相撲採用 416 4.46
空手道採用 120 2.06
武道場設置校数 5144 55.88
保体科教員のみで指導 6755
外部指導者導入 543
年間予定実施時間数 平均 9.9 時間

【表１】『月刊武道2012年４月特別増大号』191頁から一部引用抜粋

都道府県 学校数
北海道 6
山形県 1
新潟県 7
静岡県 1

和歌山県 1
岡山県 1
広島県 2
山口県 1
徳島県 1
福岡県 3

北九州市 1
熊本県 4
大分県 2
宮崎県 2
沖縄県 87

計 120

【表２】
地域別　空手道採用校数

大阪府立桜塚高等学校 校長
小山 正辰

※「回答については可能な限
り、24 年度予想される具体
的内容の記述を求めたが、最
新で２年前の調査結果という
ところが多かった」と日本武
道館は注記しており、４月以
降の調査結果を待ってもよい。
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空手道が選ばれています

　

こ
の
４
月
か
ら
、
中
学
校
の
体

育
授
業
で
空
手
道
を
含
む
武
道
が

必
修
と
な
り
ま
し
た
が
、
現
場
で

指
導
さ
れ
る
先
生
方
に
は
戸
惑
い

も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

　

空
手
道
も
、
一
般
の
人
に
と
っ

て
は
、
な
ん
と
な
く
危
険
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　

そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
真
実
な
の
か
、

空
手
道
は
本
当
に
危
険
な
の
か
と

い
う
こ
と
を
医
師
の
立
場
か
ら
考

え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

空
手
道
は
本
当
に
危
険
な
の
か
？

　

空
手
道
で
の
障
害
、
外
傷
は
他

の
ス
ポ
ー
ツ
に
比
べ
て
多
い
の
で

し
ょ
う
か
？

　
「
あ
ゆ
み
」
第
１
号
で
も
取
り
上

げ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
21
年
度
の

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
の
ス
ポ
ー
ツ

別
傷
害
発
生
率
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、

空
手
道
の
傷
害
発
生
率
は

1.27
％
と
、

柔
道
の

4.61
％
（
ラ
グ
ビ
ー
の

4.70
％

と
ほ
ぼ
同
等
）
と
比
べ
て
も
格
段

に
低
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す

(

ち
な
み
に
最
も
傷
害
発
生
率
が
高

い
と
さ
れ
て
い
る
の
は
ア
メ
リ
カ

ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
で

14.2
％
）。

　

私
自
身
、
全
日
本
少
年
少
女
空

手
道
選
手
権
大
会
、
全
日
本
実
業

団
空
手
道
選
手
権
大
会
、
全
日
本

空
手
道
選
手
権
大
会
な
ど
で
大
会

ド
ク
タ
ー
を
務
め
て
お
り
ま
す
が
、

重
篤
な
外
傷
は
経
験
し
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

例
え
ば
平
成
22
、
23
年
の
全
日

本
少
年
少
女
空
手
道
選
手
権
大
会

で
み
る
と
、
競
技
中
の
け
が
は
、

ア
イ
シ
ン
グ
の
み
で
処
置
が
済
む

打
撲
な
ど
、
軽
度
の
も
の
が
ほ
と

ん
ど
で
し
た
（
別
掲
の
表
参
照
）。

　

ま
た
、
救
急
車
要
請
は
３
回
行

な
っ
て
い
ま
す
が
、

・
大
会
開
始
前
、
保
護
者
が
熱
中
症

で
倒
れ
る
。(

平
成
22
年)

・
大
会
中
、
応
援
に
来
て
い
た
方
が

突
然
倒
れ
る
。(

平
成
23
年)

・大
会
終
了
後
、
子
ど
も
が
倒
れ
る
。

貧
血
か
。(

平
成
23
年)

と
、
い
ず
れ
も
大
会
期
間
中
と
は

い
え
競
技
に
は
関
係
な
く
、
ど
の

方
も
す
ぐ
に
快
方
に
向
か
っ
た
よ

う
で
す
。

　

大
会
関
係
者
は
事
故
防
止
に
か

な
り
神
経
を
使
っ
て
お
り
、
競
技

中
の
事
故
は
む
し
ろ
少
な
い
の
が

現
実
な
の
で
す
。

「
初
心
者
は
空
手
で

け
が
を
し
や
す
い
か
？
」

　

中
学
校
の
授
業
に
お
い
て
は
、

大
半
の
生
徒
が
、
ま
た
先
生
方
も
、

空
手
道
初
心
者
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
多
く
の
ス
ポ
ー
ツ
で
は
初
心

者
は
身
体
に
無
駄
な
力
が
入
っ
て

し
ま
い
、
得
て
し
て
け
が
を
し
や

す
い
も
の
で
す
。

　

例
え
ば
柔
道
の
場
合
、
競
技
の

性
質
上
、
体
重
分
の
負
荷
が
か
か

る
動
き
が
多
く
、
受
け
身
の
取
れ

な
い
素
人
が
競
技
中
転
倒
す
る
と
、

重
篤
な
外
傷
を
来
す
こ
と
が
あ
り

ま
す
（
捻
挫
が
一
番
多
い
の
で
す

が
、
意
外
と
転
倒
し
た
は
ず
み
に

鎖
骨
骨
折
や
脳
挫
傷
な
ど
が
起
こ

る
時
が
あ
り
ま
す
）。

　

し
か
し
空
手
の
場
合
、
中
学
校

の
体
育
で
教
え
る
の
は
い
わ
ゆ
る

伝
統
空
手
で
、
技
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
、
当
て
な
い
こ
と
が
前
提
と

さ
れ
、
基
本
と
形
に
つ
い
て
は
相

手
と
の
コ
ン
タ
ク
ト
（
接
触
）
は

ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ど
の
よ
う
な
武
道
で
も
ス
ポ
ー

ツ
で
も
外
傷
は
起
こ
り
う
る
し
、

無
茶
な
練
習
、
間
違
っ
た
フ
ォ
ー

ム
に
よ
る
障
害
も
ま
た
然し
か

り
で
す
。

競
技
運
営
サ
イ
ド
の
安
全
へ
の
配

慮
と
、
無
理
の
な
い
練
習
量
、
人

体
構
造
の
理
に
か
な
っ
た
フ
ォ
ー

ム
の
指
導
な
ど
が
重
要
に
な
り
ま

す
。

　

そ
れ
で
は
、
空
手
道
で
は
ど
の

よ
う
な
指
導
が
望
ま
し
い
の
か
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
全
日
本
空
手

道
連
盟
が
研
究
を
重
ね
、
安
全
な

指
導
方
法
を
体
系
化
し
『
空
手
道

指
導
の
手
引
』
に
ま
と
め
て
い
ま

す
。「
あ
ゆ
み
」
に
お
い
て
も
情
報

提
供
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

参
考
に
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

〜今回のテーマ〜

「空手道は本当に危険なのか？」

Doctor's Eye

医師　篠嵜 秀博　　　

第 10 回大会
平成 22 年 8 月 7 〜 8 日

症状 件数
打撲 10
裂傷、切り傷 5
鼻出血 5
ねんざ 4
腹痛 3
挫創（うちみ） 3
擦過傷 2
気分が悪い 2
頭痛 1
足裏のマメ・皮むけ 1
爪はく離 1
突き指 1
その他 1（※1）

合計 39

第 11 回大会
平成 23 年 8 月 6 〜 7 日

症状 件数
打撲 13
鼻出血 8
裂傷、切り傷 4
足裏のマメ・皮むけ 3
気分が悪い ２
ねんざ 2
擦過傷 1
爪の根本より出血 1
腰痛 1
突き指 1
足裏の痛み 1
胸痛 1
意識不明 1（※2）

合計 39

※１は大会前に骨折していた選手がテーピングの使用許可
を求めてドクターにかかったもの

※２は本文中に上げた、観客の症例

［参考］全日本少年少女空手道選手権大会
過去２年間の傷害発生状況

（救護報告書より）

このコーナーでは、医学的な見地から空手道につ
いて考えていきたいと思います。
今回は空手道の「安全性」について、全国規模の

競技大会で大会ドクターを務めている、
篠崎医師にお聞きしました。

都道府県 中学校名 数

北海道
北広島市立広葉／北広島市立西の里／北広島市立陽香分校／北広島市立西部／北広島市立東部／
北広島市立緑陽／北広島市立大曲／上川町立上川

8

宮城県 石巻市立渡波 1
群馬県 太田市立西 1
埼玉県 川口市立岸川 1
東京都 府中市立第六／私立普連土学園／私立東星学園／私立和洋九段女子／私立八雲学園 5

神奈川県 私立フェリス女学院／私立神奈川学園／私立清泉女学院／私立捜真女学院 4
長野県 どんぐり向方学園／阿南町立阿南第一 2
富山県 私立片山学園 1
静岡県 私立浜松開誠館 1
京都府 私立華頂女子 1
大阪府 私立浪速 1
岡山県 真庭市立蒜山 1
広島県 私立如水館 1
福岡県 私立福岡女学院 1
熊本県 芦北町立佐敷／芦北町立湯浦／芦北町立大野／芦北町立田浦／私立マリスト学園 5
大分県 高田市立高田 1
宮崎県 私立宮崎第一／私立日向学院 2

鹿児島県 鹿児島市立坂元／私立鹿児島第一 2

沖縄県

国頭村立国頭／大宜味村立大宜味／今帰仁村立今帰仁／本部町立本部／名護市立久志／名護市立
東江／伊江村立伊江／伊平屋村立伊平屋／伊是名村立伊是名／浦添市立浦添／浦添市立仲西／浦
添市立神森／浦添市立港川／浦添市立浦西／那覇市立安岡／那覇市立首里／那覇市立真和志／那
覇市立石田／那覇市立那覇／那覇市立上山／那覇市立神原／那覇市立寄宮／那覇市立古蔵／那覇
市立小禄中／那覇市立松島／那覇市立城北／那覇市立松城／那覇市立仲井真／那覇市立金城／那
覇市立石嶺／久米島町立仲里／久米島町立久米島／久米島町立久米島西／南大東村立南大東／北
大東村立北大東／豊見城市立伊良波／糸満市立三和／糸満市立潮平／八重瀬町立東風平／南城市
立玉城／南城市立知念／南城市立佐敷／与那原町立与那原／南風原町立南風原／南風原町立南星
／渡嘉敷村立渡嘉敷／粟国村立粟国／宮古島市立平良／宮古島市立鏡原／宮古島市立西辺／宮古
島市立狩俣／宮古島市立城辺／宮古島市立下地／宮古島市立上野／宮古島市立佐良浜／石垣市立
石垣／石垣市立石垣第二／石垣市立伊原間／竹富町立竹富／竹富町立大原／竹富町立船浦／竹富
町立船浮／竹富町立鳩間／与那国町立与那国／恩納村立喜瀬武原／恩納村立安冨祖／恩納村立恩
納／恩納村立山田／恩納村立仲泊／うるま市立石川／うるま市立伊波／うるま市立与勝／うるま
市立与勝第二／うるま市立あげな／うるま市立具志川／うるま市立髙江洲／うるま市立具志川東
／うるま市立平安座／読谷村立読谷／読谷村立古堅／沖縄市立宮里／沖縄市立安慶田／沖縄市立
越来／沖縄市立山内／宜野湾市立普天間／宜野湾市立嘉数／西原町立西原

沖縄県のデータは平成 23 年度に空手道授業を行った中学校（※）

87

平成24年度	空手道授業実施中学校一覧

※沖縄県において平成 23 年度に武道の授業を行った中学校は 154 校中 105 校。
　空手道実施の 87 校はその 82.8％を占める。

* 平成 23 年度実施校も含む

全国126の中学校で

計 126

〈平成 24 年 4 月 20 日　全空連調べ〉



初心者にも

中学校体育実技指導資料「空手道指導の手引」
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お問い合わせ先　（公財）全日本空手道連盟
 〒 135-0053 東京都江東区辰巳 1-1-20 日本空手道会館

電話 03（5534）1951　FAX 03（5534）1952

　中学校の授業における空手道の指導方法、単元計画、評価の在り方をまとめた資料が、この「空手道指導の手引」
です。日本武道館と全日本空手道連盟により、平成 22 年８月に初版が発行されました。
　写真やイラストを多く使い、礼法から、ゲームの要素を取り入れた指導、競技会の方法まで、空手道経験がな
い先生方にも分かりやすく解説しています。

■書籍（Ａ４版84ページ）…無償提供
■ＤＶＤ…1,000円
※書籍は無償提供できるものが無くなり

次第有料となります。
※別途、DVD の送料・ご入金にかかる

手数料はお客様負担となります。

全日本空手道連盟ホームページから（　http://www.karatedo.co.jp/jkf/　）
注文の申込書をダウンロードし、ＦＡＸ・メール・郵送のいずれかの方法でお申し込みください。

トップページで「中学校武道必修化
について」のバナーをクリック

「２．学習指導資料について」をクリック 画面を下へスクロールし、ここをクリック
すると、申込書を入手できます
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空手道の授業がよく分かる一冊
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